
お問い合わせ先

このカタログの記載事項は、当社の研究に基づき正確に記載したものですが、製品の改良などのため
に変更することがありますので、ご了承願います。

TD250807218

パイルロックⓇ等の鋼矢板用膨潤止水材を用いて止水工事を行った場合、土質や打設の状況等によって部分的
に漏水する場合があります。これらの漏水対策に、「止水コード」をご使用下さい。
1) 「止水コード」は、吸水膨潤性と十分な弾性強度を有する樹脂を紐状に加工した製品です。
2) 漏水箇所に詰め込まれた「止水コード」は、重量比で約３倍に吸水膨潤して隙間を埋め、漏水を防ぎます。

「ケミカシートⓇ」は止水材を粘着シート状に加工した製品です。シート状にすることにより、塗布施工の作業時間
を大幅に短縮させることが可能です。適用部材としては、特にライナープレート等への適正が高く、ライナープレ
ートを用いたトンネル更生工事、立坑、貯水池などの止水用途に利用されています。シート状の特長を生かした
幅広い分野への適用が期待されます。 

Ⓡ

※パイルロックは，日本製鉄株式会社および日本化学塗料株式会社の登録商標です。ケミカシートは，日本化学塗料㈱の登録商標です。

止水コードは、止水材を適用した鋼矢板の局部的な漏水の補修を目的とした製品です。
止水材未適用の場合で、漏水が多量の時には止水が困難です。

※29

パイルロックⓇNS-vは、鋼矢板の止水性を著しく向上させる画期的な製品です。
河川、港湾、橋梁などの締切工において、鋼矢板の止水材として幅広くご使用いただき、数多くの
実績を誇ります。さらに、環境に優しい無溶剤型で、塗布作業の安全性を高めると共に、作業性に
優れています。

パイルロックNS-vは、鋼矢板を用いた廃棄物処理場、
護岸工事、海および河川の締切工事、橋脚・橋台の
新設・撤去等の工事、共同溝設置工事、ビル建設や
上下水道管敷設工事に伴う根切り工事等に使用さ
れます。

パイルロックⓇNS-vには、姉妹品の「パイルロックⓇ速乾型」
とテープ状に加工した「ケミカシートⓇ」があります。
詳細は各カタログをご参照ください。

パイルロックⓇNS-vは、ウレタン系の膨潤性樹脂を
ベースとした止水材で、揮発性の有機溶剤を含ん
でおりません。

① 特殊ウレタン系樹脂の一液型止水材です。硬化促進剤を添加することで、短時間の硬化が可能です。
② 組成中に揮発性の有機溶剤を含みません。
③ 鋼矢板継手部に流し込み、養生 (硬化・乾燥)させるだけで通常の鋼矢板同様に施工できます。
④ 乾燥塗膜からの抽出水は、別表に示す通り「土壌汚染対策法に基づく地下水基準」に適合しております。
 （Ⅷ章 別表参照）
⑤ 仮設用途、本設用途いずれにも使用できます。(※17-18の注意参照)
⑥ 引き抜き後は、スクレパー、ウォータージェット併用で清掃が可能です。

膨潤倍率：淡水（水道水）で最大６倍、人工海水（３％食塩水）で最大４倍です。膨潤倍率は、乾燥塗膜の重量と吸水膨潤後の
塗膜重量の比で表します。

パイルロックⓇNS-vを鋼矢板の継手部 (爪部 )に流し込み静置しておくと、空気中の水分を吸収・反応しゴム状
の硬化塗膜になります。この塗膜を水に浸漬すると、24 時間後には最高 6 倍に膨潤します。この膨潤塗膜に
よって、鋼矢板継手部の間隙を埋め、0.5MPa[5kgf/cm2] 以上の止水性を発揮します。

パイルロックⓇNS-vの塗膜は、吸水膨潤して鋼矢板
継手部(爪部)の間隙を埋め、止水効果を著しく高め
ます。
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表-1　パイルロックⓇNS-vの商品名称

写真-２　パイルロックⓇNS-v

パイルロックⓇNS-vの塗布は、工場、工事現場のどちらでも行えます。以下に、施工のフローチャートと作業内容を
記載致します。

塗布する鋼矢板を塗布作業がしやすいように並べ替えます。並べ方は、一枚ずつ横に並べるか(写真-3)、鋼矢板
の間に角材や鋼材を挟み、継手部にパイルロックⓇNS-vが流し込めるように重ねて下さい(写真-4)。

鋼矢板の重ね作業においては、横崩れが無いように注意し、長手方向・左右方向の水平をとって下さい。※３

搬入された鋼矢板には、パイルロックⓇNS-vの付着を阻害する異物が付着している場合がありますので、目視
及び触指で検査し継手部に異物がある場合は除去して下さい。
① 継手部に雨水や雪が入り込んでいる場合は、エアーブローやウエスで拭き取り乾燥して下さい。
② 継手部の中や周囲の浮き錆、土砂などは、ワイヤーブラシ、ケレン棒等で除去して下さい。
③ 油類が付着している場合には、シンナー等で拭き取ってください。油の量が多い場合には、最初はウエス等
で拭き取って下さい。

④ 継手部に溶接等の突起等がある場合には、ベビーサンダー等で除去して下さい。
⑤ 最後に、竹ほうき、エアーブロー等でごみ・ほこり・鉄屑等を除去清掃して下さい。

① せき止め ：塗布範囲の継手部両端に、ガムテープや粘土などを用いてせき止めをして下さい。
② 流し込み ：オイルジョッキ等に小分けしたパイルロックⓇNS-vを、鋼矢板継手部に流し込んで下さい。

※６

鋼矢板を塗布作業がしやすいように並べ替えます。

所定時間養生し、塗膜を完全に硬化させます。

継手部（爪部）の異物検査及び除去清掃をします。

継手部（爪部）にパイルロックⓇNS-vを流し込みます。

通常機材で引抜き可能、塗膜の除去清掃ができます。

通常の打ち込み機材で打込みます。

写真-３　鋼矢板の平置きの例とエアーブロー作業 写真-４　鋼矢板の重ね置きの例とエアーブロー作業

写真-1　パイルロックⓇNS-vの膨潤状態

図-1　パイルロックⓇNS-vの粘度の温度依存性
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お問い合わせ先

このカタログの記載事項は、当社の研究に基づき正確に記載したものですが、製品の改良などのため
に変更することがありますので、ご了承願います。

TD250807218

パイルロックⓇ等の鋼矢板用膨潤止水材を用いて止水工事を行った場合、土質や打設の状況等によって部分的
に漏水する場合があります。これらの漏水対策に、「止水コード」をご使用下さい。
1) 「止水コード」は、吸水膨潤性と十分な弾性強度を有する樹脂を紐状に加工した製品です。
2) 漏水箇所に詰め込まれた「止水コード」は、重量比で約３倍に吸水膨潤して隙間を埋め、漏水を防ぎます。

「ケミカシートⓇ」は止水材を粘着シート状に加工した製品です。シート状にすることにより、塗布施工の作業時間
を大幅に短縮させることが可能です。適用部材としては、特にライナープレート等への適正が高く、ライナープレ
ートを用いたトンネル更生工事、立坑、貯水池などの止水用途に利用されています。シート状の特長を生かした
幅広い分野への適用が期待されます。 

Ⓡ

※パイルロックは，日本製鉄株式会社および日本化学塗料株式会社の登録商標です。ケミカシートは，日本化学塗料㈱の登録商標です。

止水コードは、止水材を適用した鋼矢板の局部的な漏水の補修を目的とした製品です。
止水材未適用の場合で、漏水が多量の時には止水が困難です。
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